
3．整備効果の整理 

 

 

3． 整備効果の整理 .................................................................................................................. 3-1 

3.1 費用便益分析............................................................................................................................. 3-1 
3.1.1 便益算定条件 ..................................................................................................................... 3-1 
3.1.2 便益の算定 .......................................................................................................................... 3-3 
3.1.3 費用の算定 ....................................................................................................................... 3-10 
3.1.4 費用便益分析結果......................................................................................................... 3-13 

3.2 客観的評価指標 ..................................................................................................................... 3-14 
3.2.1 活力 ..................................................................................................................................... 3-16 
3.2.2 暮らし ................................................................................................................................... 3-47 
3.2.3 安全 ..................................................................................................................................... 3-48 
3.2.4 環境 ..................................................................................................................................... 3-53 
3.2.5 その他 ................................................................................................................................. 3-59 

3.3 交通量推計結果による整理 .............................................................................................. 3-61 
3.4 最新データによる交通状況整理 ...................................................................................... 3-62 

3.4.1 ＥＴＣ2.0 データによる交通状況の整理................................................................... 3-62 
3.4.2 民間プローブデータによる交通状況の整理 ......................................................... 3-66 
3.4.3 高速道路新料金施行前後の交通状況の整理 ................................................... 3-74 
3.4.4 その他最新の公表資料、データによる整理 ......................................................... 3-80 

 

 

 



3．整備効果の整理 

3-1 

3． 整備効果の整理 

２の将来交通量の推計結果に基づき、東京外かく環状道路（関越～東名）の整備ありと整備

なし両ケースの配分結果を用いて費用便益分析を行う。また、その他の整備効果についても、

最新のデータや知見に基づいて整理を行った。 
 

3.1 費用便益分析 

3.1.1 便益算定条件 

1) 費用便益分析の基本的な考え方 

費用便益分析は「費用便益分析マニュアル」国土交通省道路局 都市・地域整備局（平成

２０年１１月）に基づいて算出する。 
費用便益分析は、ある年次を基準年とし、道路整備が行われる場合と、行われない場合の

それぞれについて、一定期間の便益額、費用額を算定し、道路整備に伴う費用の増分と、便

益の増分を比較することにより分析、評価を行うものである。 
道路の整備に伴う効果としては、渋滞の緩和や交通事故の減少の他、走行快適性の向上、

沿道環境の改善、災害時の代替路確保、交流機会の拡大、新規立地に伴う生産増加や雇用・

所得の増大等、多岐多様に渡る効果が存在する。 
本マニュアルにおいては、それらの効果のうち、現時点における知見により、十分な精度

で計測が可能でかつ金銭表現が可能である、「走行時間短縮」、「走行経費減少」、「交通

事故減少」の項目について、道路投資の評価手法として定着している社会的余剰を計測する

ことにより便益を算出する。 
 

2) 費用及び便益算出の前提 

費用便益分析にあたっては、算出した各年次の便益、費用の値を割引率を用いて現在価値

に換算し分析する。本マニュアルでは、費用便益分析にあたり、以下の数値を用い計算を行

うものとする。検討年数は、道路施設の耐用年数等を考慮し、５０年としている。 
 
・分析対象区間：関越道～東名高速の区間 
・便益計測範囲：１都３県（東京都、神奈川県、埼玉県、千葉県） 
・基準年次：平成２８年度 
・検討年数：５０年 
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図 3.1-1 概略検討フロー 
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3.1.2 便益の算定 

1) 「走行時間短縮便益」の計測 

走行時間短縮便益は、道路の整備・改良が行われない場合の総走行時間費用から、道路の

整備・改良が行われる場合の総走行時間費用を減じた差として算定する。総走行時間費用は、

各トリップのリンク別車種別の走行時間に時間価値原単位を乗じた値をトリップ全体で集計

したものである。 
 

(1) 算定式 

走行時間短縮便益 ： ＢＴ=ＢＴo－ＢＴw 
総走行時間費用   ： ∑∑ ×××=

j l
jijlijli TQBT 365)( α  

ここで、 
ＢＴ  ： 走行時間短縮便益(円／年)  

ＢＴi ： 整備 i の場合の総走行時間費用(円／年)  

Ｑijl ： 整備 i の場合のリンク l における車種 j の交通量(台／日)  

Ｔijl ： 整備 i の場合のリンク l における車種 j の走行時間(分)  

αj ： 車種 j の時間価値原単位(円／台・分)  

i ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ 

j ： 車種  

l ： リンク  

 

(2) 車種別の時間価値原単位(αj) 

時間価値原単位については地域又は道路種別によって差が生じることも考えられる。 
各地域又は道路種別によって独自に設定されている数値がある場合、それらを用いても

よい。ただし、その場合は、原則として、数値及びその算定根拠について公表するものとす

る。 
車種別の時間価値原単位(αj)の例を表 3.1-1に示す。 
 

表 3.1-1 車種別の時間価値原単位(αj) 

単位：円／台・分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

車種(j) 時間価値原単位 

乗用車 40.10 

バス 374.27 

乗用車類 45.78 

小型貨物車 47.91 

普通貨物車 64.18 

注：平成 20 年価格 
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(3) 休日の考慮 

観光目的の交通量が増大するなど休日の交通状況が平日の交通状況と大きく異なる道路

については、平日の便益に休日と平日の交通量比（休日係数）又は休日と平日の走行時間比

を乗じることにより、便益を計算してよい。 
本検討では考慮しないものと設定した。 

 

(4) 災害等による通行止めの考慮 

災害等により通行止めが発生する区間を含む道路網において便益を算出する場合は、通

行止めの状況を再現した交通流推計を実施することにより、通常の期間と切り分けて当該通

行止め期間の便益を計算してよい。 
なお、通行止めの日数は、対象地域の実績値から設定することとする。また、整備無に

おいて、通行止めに伴う迂回の所要時間が大きく、走行自体をとり止める交通が相当程度あ

る場合には、これを考慮する必要がある。 
本検討では考慮しないものと設定した。 
 

(5) 冬期の交通状況の考慮 

冬期の積雪や凍結により走行速度や交通容量が低下する地域の道路網において便益を算

出する場合は、冬期の状況を再現した交通流推計を実施することにより、通常の期間と切り

分けて冬期の便益を計算してよい。 
なお、冬期日数や当該期間の走行速度と交通容量の関係については、当該地域や道路に

応じて設定することとする。 
本検討では考慮しないものと設定した。 
 

2) 「走行経費減少便益」の計測 

走行経費減少便益は、道路の整備・改良が行われない場合の走行経費から、道路の整備・

改良が行われる場合の走行経費を減じた差として算定する。 
なお、走行経費減少便益は、走行条件が改善されることによる費用の低下のうち、走行時

間に含まれない項目を対象としている。具体的には、燃料費、油脂（オイル）費、タイヤ・

チューブ費、車両整備（維持・修繕）費、車両償却費等の項目について走行距離単位当たり

で計測した原単位（円／㎞・台）を用いて算定する。 
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(1) 算定式 

走行経費減少便益 ： ＢＲ=ＢＲo－ＢＲw 
総走行費用       ： ∑∑ ×××=

j l
jlijli LQBR 365)( β  

ここで、 
ＢＲ ： 走行経費減少便益(円／年)  

ＢＲi ： 整備 i の場合の総走行経費(円／年) 

Ｑijl ： 整備 i の場合のリンク l における車種 j の交通量(台／日)  

Ｌl ： リンク l の延長(㎞)  

βj ： 車種 j の走行経費原単位(円／台・㎞) 

i ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ  

j ： 車種  

l ： リンク 

 

 

(2) 車種別の走行経費原単位(βj) 

走行経費原単位を、各地域で独自に設定している数値がある場合、それらを用いてもよ

い。ただし、その場合は、原則として、数値及びその算定根拠について公表するものとする。 
車種別の走行経費原単位(βj)の例を次頁表に示す。 
本検討ではマニュアルの単価を使用した。 
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(3) 休日等の考慮 

休日、災害等による通行止め、冬期交通の状況については、「走行時間短縮便益」の計

測と同様に考慮してよい。 
 

表 3.1-2 車種別走行経費原単位(βj) 

一般道(市街地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 

乗用車

類 

小型貨

物 

普通貨

物 

5 44.82 114.46 46.00 34.40 77.94 

10 32.54 96.41 33.62 29.42 63.97 

15 28.26 89.42 29.30 27.32 57.23 

20 26.02 85.31 27.02 26.00 52.54 

25 24.60 82.46 25.58 25.03 48.86 

30 23.62 80.32 24.58 24.26 45.84 

35 22.90 78.66 23.85 23.65 43.34 

40 22.63 77.76 23.57 23.30 41.81 

45 22.46 77.12 23.39 23.03 40.63 

50 22.37 76.71 23.29 22.85 39.79 

55 22.37 76.53 23.29 22.75 39.30 

60 22.44 76.57 23.36 22.74 39.18 

一般道(平地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 

乗用車

類 

小型貨

物 

普通貨

物 

5 35.60 90.90 36.54 28.30 66.45 

10 25.26 75.81 26.11 24.35 56.40 

15 21.62 69.79 22.44 22.60 50.96 

20 19.69 66.16 20.48 21.44 46.91 

25 18.46 63.60 19.23 20.57 43.60 

30 17.60 61.46 18.35 19.87 40.83 

35 16.97 60.10 17.70 19.30 38.49 

40 16.65 59.14 17.37 18.92 36.87 

45 16.43 58.42 17.14 18.63 35.59 

50 16.29 57.93 16.99 18.42 34.64 

55 16.22 57.65 16.92 18.29 34.02 

60 16.22 57.58 16.92 18.24 33.75 

注１）平成 20 年価格 
注２）設定速度間の原単位は直線補完により設定する。 
注３）60km/h を超える速度については、60km/h の値を用いる。 
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一般道(山地) 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 

乗用車

類 

小型貨

物 

普通貨

物 

5 33.68 85.96 34.57 27.01 64.03 

10 23.74 71.48 24.55 23.27 54.80 

15 20.24 65.67 21.02 21.59 49.63 

20 18.38 62.15 19.12 20.47 45.72 

25 17.19 59.64 17.91 19.62 42.49 

30 16.35 57.72 17.06 18.94 39.77 

35 15.74 56.21 16.42 18.38 37.47 

40 15.41 55.23 16.09 17.99 35.83 

45 15.18 54.49 15.84 17.70 34.52 

50 15.02 53.98 15.69 17.48 33.55 

55 14.94 53.69 15.60 17.34 32.91 

60 14.93 53.60 15.59 17.28 32.60 

高速・地域高規格 

速度

(km/h) 
乗用車 バス 

乗用車

類 

小型貨

物 

普通貨

物 

30 11.00 41.19 11.51 15.04 32.25 

35 10.51 39.88 11.01 14.55 33.22 

40 10.15 38.85 10.64 14.14 31.50 

45 9.87 38.05 10.35 13.82 30.11 

50 9.67 37.46 10.14 13.58 29.04 

55 9.54 37.08 10.00 13.41 28.28 

60 9.46 36.90 9.93 13.32 27.85 

65 9.44 36.91 9.90 13.30 27.75 

70 9.47 37.10 9.94 13.35 27.97 

75 9.55 37.49 10.03 13.48 28.52 

80 9.69 38.08 10.17 13.69 29.41 

85 9.89 38.86 10.38 13.97 30.65 

90 10.15 39.84 10.65 14.34 32.25 

注１）平成 20 年価格 
注２）設定速度間の原単位は直線補完により設定する。 
注３）90km/h あるいは 60km/h を超える速度については、 
   90km/h あるいは 60km/h の値を用いる。 
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3) 「交通事故減少便益」の計測 

交通事故減少便益は、道路の整備・改良が行われない場合の交通事故による社会的損失か

ら、道路の整備・改良が行われる場合の交通事故による社会的損失を減じた差として算定す

る。 
道路の整備・改良が行われない場合の総事故損失および道路の整備・改良が行われる場合

の総事故損失は、発生事故率を基準とした算定式を用いてリンク別の交通事故の社会的損失

を算定し、これを全対象リンクで集計する。交通事故の社会的損失は、運転者、同乗車、歩

行者に関する人的損害額、交通事故により損壊を受ける車両や構築物に関する物的損害額及

び、事故渋滞による損失額から算定している。 
 

(1) 算定式 

年間総事故減少便益 ： ＢＡ=ＢＡo－ＢＡw  
交通事故の社会的損失：  ∑=

l
ili AABA )(  

表 3.1-3 交通事故損失額算定式（1） 

道路・沿道区分 事故損失額算定式 

一般道路 

DID 

2 車線 ＡＡil=2150×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

4 車線以上 
中央帯無 ＡＡil=2000×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil=1700×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

その他市街地 

2 車線 ＡＡil=1670×Ｘ1il＋ 550×Ｘ2il 

4 車線以上 
中央帯無 ＡＡil=1580×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil=1140×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

非市街地 

2 車線 ＡＡil= 1330×Ｘ1il＋ 660×Ｘ2il 

4 車線以上 
中央帯無 ＡＡil= 1100×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

中央帯有 ＡＡil= 950×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

高速道路 ＡＡil= 360×Ｘ1il 

 
ここで、 

ＢＡ ： 年間総事故減少便益(千円／年) 

ＢＡi ： 整備 i の場合の交通事故の社会的損失(千円／年) 

ＡＡil ： 整備 i の場合のリンク l における交通事故の社会的損失(千円／年) 

Ｘ1il=Ｑil×Ｌl ： 整備 i の場合のリンク l における走行台キロ(千台㎞／日)  

Ｘ2il=Ｑil×Ｚl ： 整備 i の場合のリンク l における走行台個所(千台個所／日)  

Ｑil ： 整備 i の場合のリンク l における交通量(千台／日) 

Ｌl ： リンク l の延長(㎞)  

Ｚl ： リンク l の主要交差点数(個所) 

i  ： 整備有の場合Ｗ、無しの場合Ｏ  

l ： リンク 
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ここに「中央帯有」とは、それぞれの設置延長がリンク延長の６５％以上である場合をい

う。また、主要交差点とは、交差道路の幅員が 5.5ｍ以上である交差点をいう。なお、１車

線道路に関しては、２車線道路の式を用いて算定するものとする。 
また、現段階で中央帯の有無がデータとして把握されていない場合は、それらを考慮しな

い下記の式を用いて交通事故減少便益を算定してもよい。 
本検討では中央帯の有無を考慮しない算定式を使用した。 
 
（中央帯の有無を考慮しない場合） 
 

表 3.1-4 交通事故損失額算定式（2） 

道路・沿道区分 事故損失額算定式 

一般道路 

DID 

4 車線以上 

ＡＡil=1760×Ｘ1il＋ 530×Ｘ2il 

その他市街地 ＡＡil=1260×Ｘ1il＋ 500×Ｘ2il 

非市街部 ＡＡil= 1030×Ｘ1il＋ 570×Ｘ2il 

 

4) 便益の算定 

各便益の算定結果をもとに、当該道路整備・改良全体の便益を算定する。 

(1) 検討期間全体の便益の設定 

整備路線の供用開始年を起算点として、3.1.1便益算定条件で設定した検討期間（５０年

間）にわたり、各年次の便益の値を算定する。 
 

(2) 便益の現在価値の算定 

(1)で設定した検討期間中の各便益を、3.1.1便益算定条件で設定した割引率を用い基準年次

における現在価値に割り引いて算定する。算定は、次式により行うものとする。 
 

便益 j の現在価値 ： ∑








+
= +

t
ts

jt
j i

B
BofPV

)1(
 

 

ここで、 

ＢofPVj ： 便益 j の現在価値(円)  

S ： 基準年次(平成 n 年)から供用開始年次(平成(n+s)年)までの年数(年) 

t ： 供用開始年次を 0 年目とする年次(年) 

Ｂjt ： 供用開始後 t 年目の便益 j の計測値(円) 

i ： 割引率(＝4%) 

j ： 便益種別 

 

(3) 便益額の合計 

(2)で算出された各便益の現在価値額を合計した額が便益合計額となる。 
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3.1.3 費用の算定 

1) 費用算定の考え方 

費用便益分析において、費用としては、道路整備に要する事業費(用地費を含む)及び、維

持管理に要する費用があげられる。消費税相当額は費用から控除して算定する。 
厳密には、便益算定時に対象となる全路線において、当該道路整備が行われる場合と、行

われない場合のそれぞれについて、道路整備に要する事業費及び維持管理に要する費用の合

計を算出し、その差を費用として計上するべきであるが、算出が困難な場合、当該道路整備

に要する事業費及び、当該道路の供用後に必要となる維持管理に要する費用のみの計上でよ

い。 
 

(1) 道路整備に要する事業費 

道路整備に要する事業費は、工事費、用地費、補償費、間接経費等を対象とし、その設定

については、次の様に考える。 
ⅰ）評価の時点で、事業費、事業期間及び、事業費の配分がほぼ確定しているものについ

ては、それらを用い設定する。 
ⅱ）評価の時点で、概算事業費しかない場合は、これまでの類似事業を参考に事業期間で

事業費の配分を設定する。 
 

(2) 道路維持管理に要する費用 

道路維持管理に要する費用は、橋梁、トンネル等の道路構造物の点検・補修にかかる費用、

巡回・清掃等にかかる費用、除雪等にかかる費用等（間接経費を含む）を対象とする。その

設定については、既存の路線での実績を参考に、車線数、交通量、構造物比率や雪氷対策の

必要性等を考慮して設定する。 
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2) 総費用の現在価値の算定 

事業費、維持管理費について、当該道路の整備・改良が行われる場合の費用から、当該道

路の整備・改良が行われない場合の費用を減じた差を、3.1.1便益算定条件で設定した検討期

間（５０年間）にわたり、各年次毎に算定し、基準年次における現在価値を算定する。事業

費は、事業期間での設定となり、維持管理費は、当該道路の供用開始年次より検討期間（５

０年間）の各年次における設定となる。また、事業費のうち用地費など、検討期間後の残存

価値については、現在価値化したのち控除してもよい。 
現在価値の算定の考え方は、便益の現在価値の算定の場合と同様で、次式で行うものとす

る。 
 
 

費用 j の現在価値 ：  ∑








+
= +

+

t
ts

tsj
j i

C
CofPV

)1(
)(

 

ここで、 

ＣofPVj ： 費用 j の現在価値(円) 

s ： 基準年次から供用開始年次までの年数(年) 

t ： 供用開始年次を 0 年目とする年次(年) 

Ｃj(s+t) ： 年次 s+t 年目の費用 j の値(円) 

i ： 割引率(＝4%) 

j   ： 費用種別 

 
これらを、検討年次期間（50+s 年間）で合計したものが、総費用となる。 
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3) 費用便益分析の実施 

費用便益分析は、次のＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)によりとり行う。 
 
○社会費用便益比（ＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)） 
ＣＢＲ(Ｂ/Ｃ)＝(プロジェクト便益の現在価値)÷(プロジェクト費用の現在価値) 
 
プロジェクト便益＝走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益 
 
プロジェクト費用＝事業費＋維持管理費 
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3.1.4 費用便益分析結果 

本業務で算出した費用便益分析結果を以下に示す。 
 

1) 費用便益分析 

交通量推計結果をうけて、費用便益（全体又は残事業）の算出及び分析を行った。 
なお、便益計測対象範囲は、交通量の増減を鑑みて範囲を設定した。 
 
全体事業と残事業の費用便益分析結果は、以下のとおりである。 
 
 

表 3.1-5 費用便益分析結果 

事業名 全体事業 残事業 

東京外かく環状道路（関越～東名） １．９ ２．４ 
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3.2 客観的評価指標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-1 客観的評価指標（１／２） 
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図 3.2-2 客観的評価指標（２／２） 
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3.2.1 活力 

1) 現道等の年間損失時間の算出 

並行する現道である環状８号線、環状７号線の損失時間は、以下のとおりである。 
交通量推計結果による損失時間の算出では、並行する現道である環状８号線の損失時間は

約３割減少する。 
 
●環状８号線：47 万人時間／年・km 
●環状７号線：24 万人時間／年・km 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H26 民間プローブデータ 

 
図 3.2-3 現道等の年間損失時間 

(仮称)東名JCT

(仮称 )中央 J C T

(仮称)東八道路IC

(仮称)青梅街道IC

(仮称)目白通りIC

大泉JCT

環状７号線

環状８号線

高速道路

直轄国道

凡 例

その他国道
主要地方道

一般都道府県道

損失時間：約47万人時間／年・km
（全国平均：約2.6万人時間の18倍）

損失時間：約24万人時間／年・km
（全国平均：約2.6万人時間の9倍）
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2) 現道等における混雑時旅行速度 

H22 道路交通センサスにおける東京都の平均速度は 18.7km/h、一方、全国平均速度は

35.1km/h となっている。 
 

表 3.2-1 現道等における混雑時旅行速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H22 道路交通センサス 

 
また、外環との並行区間道路（環状８号線(世田谷区瀬田～練馬区南田中)）の H22 道路交

通センサスにおける平均速度は 18.3km/h となっている。 
 

表 3.2-2 外環との並行区間道路の平均速度 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

混雑時旅行速度（km/h） 昼間非混雑時旅行速度（km/h）
昼間12時間平均旅行速度（km/h）
（時間帯別交通量による加重平均）

DID
（商業地域）

DID
（商業地域
を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計
DID

（商業地域）

DID
（商業地域
を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計
DID

（商業地域）

DID
（商業地域
を除く）

その他
市街部

平地部 山地部 合計

東京都全域 高速自動車国道 - 30.9 - - 72.3 37.8 - 84.9 - - 84.2 84.7 - 66.1 - - 80.4 68.8

一般国道の自動車専用道路 - 75.5 77.1 - 78.6 76.7 - 79.2 83.5 - 85.0 81.7 - 78.6 82.9 - 84.9 80.9

高規格幹線道路 - 36.2 77.1 - 74.0 44.8 - 83.4 83.5 - 84.4 83.7 - 67.3 82.9 - 81.1 70.5

都市高速道路 25.3 29.4 - - - 27.4 48.4 49.9 - - - 49.2 44.1 53.0 - - - 48.8

高速道路計 25.3 31.0 77.1 - 74.0 30.4 48.4 56.3 83.5 - 84.4 55.0 44.1 55.8 82.9 - 81.1 51.9

高速道路計（一般国道の自動車専用道路を除く） 25.3 29.7 - - 72.3 28.9 48.4 55.1 - - 84.2 53.5 44.1 55.3 - - 80.4 51.4

一般国道（直轄） 16.1 19.8 15.5 28.1 30.4 16.9 19.1 24.7 18.6 30.6 31.9 20.1 21.1 25.5 22.6 34.5 32.1 21.7

一般国道（その他） 13.1 23.8 26.3 37.5 44.1 27.4 15.1 28.2 32.8 37.0 42.4 30.7 17.2 29.7 40.3 46.0 56.3 31.1

一般国道計 16.0 21.9 22.3 33.4 40.1 19.2 18.9 26.5 27.4 34.4 39.6 22.4 21.0 27.8 31.3 38.3 49.8 23.0

主要地方道（都道府県道） 14.9 16.7 22.7 28.1 36.0 16.9 16.9 19.5 25.2 29.4 37.2 19.4 18.9 21.4 25.7 30.8 34.9 20.6

主要地方道（指定市道） - - - - - - - - - - - - - - - - - -

主要地方道計 14.9 16.7 22.7 28.1 36.0 16.9 16.9 19.5 25.2 29.4 37.2 19.4 18.9 21.4 25.7 30.8 34.9 20.6

一般都道府県道 14.3 16.5 22.7 33.2 32.4 19.0 15.4 18.5 25.4 33.5 32.5 20.6 17.1 19.8 27.1 31.9 34.0 19.4

地方道計 14.6 16.7 22.7 31.8 32.8 18.0 16.1 19.0 25.3 32.4 33.0 20.0 18.2 20.9 26.4 31.3 34.2 20.2

一般道路計 14.9 16.9 22.6 32.0 33.6 18.1 16.8 19.3 25.6 32.6 33.8 20.3 19.2 21.4 27.8 33.3 38.6 20.8

合計 15.6 17.7 22.6 32.0 34.4 18.7 18.0 20.9 25.6 32.6 34.7 21.5 22.1 27.2 27.8 33.3 50.4 25.1

指定市の一般市道 - - - - - - - - - - - - - - - - - -

全国 高速自動車国道 64.0 59.3 67.1 73.1 71.2 71.1 71.5 77.9 78.5 80.6 79.0 79.5 70.1 72.6 73.8 77.8 76.7 76.4

一般国道の自動車専用道路 - 41.1 65.3 71.6 71.6 70.3 - 57.0 75.1 75.8 74.4 74.7 - 60.1 70.5 75.8 75.9 74.6

高規格幹線道路 64.0 57.0 66.8 72.8 71.3 71.0 71.5 75.3 78.0 79.5 78.4 78.6 70.1 72.0 73.4 77.5 76.7 76.2

都市高速道路 35.2 44.1 76.7 62.2 74.4 41.7 57.3 61.7 76.2 62.5 66.9 60.4 51.5 61.0 80.0 64.2 72.0 57.3

高速道路計 37.9 49.1 66.9 72.6 71.3 67.5 59.2 67.2 78.0 79.2 78.3 76.9 53.4 65.8 73.5 77.3 76.6 72.4

高速道路計（一般国道の自動車専用道路を除く） 37.9 49.5 67.1 72.9 71.2 67.0 59.2 67.7 78.5 80.3 78.9 77.4 53.4 66.0 73.8 77.5 76.7 72.3

一般国道（直轄） 19.4 23.1 32.2 43.7 50.4 36.5 23.7 28.8 37.6 48.6 52.9 41.7 24.3 30.1 35.7 45.0 51.3 35.9

一般国道（その他） 19.5 23.3 33.4 40.6 43.9 38.1 23.1 27.9 37.3 44.0 44.8 41.1 23.5 29.5 35.2 42.0 50.2 37.8

一般国道計 19.4 23.2 32.9 41.9 45.5 37.4 23.4 28.4 37.4 45.9 46.8 41.3 24.1 29.9 35.5 43.6 50.7 36.7

主要地方道（都道府県道） 18.0 19.7 29.6 38.6 39.3 33.9 21.1 23.5 33.5 41.4 39.7 36.5 21.4 24.0 31.3 38.5 41.7 31.1

主要地方道（指定市道） 17.1 18.8 24.2 22.9 22.4 17.9 19.5 22.5 30.0 28.1 24.9 20.7 20.6 23.4 34.4 27.3 21.5 21.7

主要地方道計 17.9 19.6 29.6 38.6 39.3 33.6 20.9 23.4 33.5 41.4 39.6 36.3 21.3 24.0 31.3 38.5 41.7 30.8

一般都道府県道 17.8 19.7 29.1 37.0 34.8 32.7 20.3 22.9 31.6 38.5 35.1 34.3 20.6 23.0 30.5 36.3 35.2 29.9

地方道計 17.9 19.7 29.3 37.7 36.6 33.1 20.6 23.2 32.5 39.7 36.9 35.2 21.0 23.6 30.9 37.5 38.5 30.4

一般道路計 18.4 20.7 30.5 38.8 38.7 34.3 21.6 24.6 34.1 41.4 39.2 36.8 22.4 26.1 33.2 40.3 44.2 33.3

合計 18.8 21.4 30.8 39.5 39.8 35.1 22.1 25.6 34.4 42.1 40.5 37.7 23.8 29.4 34.3 43.1 51.2 36.4

指定市の一般市道 15.8 19.0 22.1 25.7 45.9 18.5 18.6 22.4 26.4 28.4 48.1 21.6 19.5 23.2 27.1 27.2 53.2 22.0

都道府県 道路種別

平均旅行速度（km/h）

混雑時

(km)

13403110140 0.0 20.9 0.0 20.0 0.0

13403110150 0.9 12.6 0.1 16.3 0.1

13403110160 1.0 13.7 0.1 27.1 0.0

13403110170 1.4 22.8 0.1 31.0 0.0

13403110180 1.3 28.7 0.0 19.2 0.1

13403110190 1.2 25.0 0.0 12.1 0.1

13403110200 0.0 25.0 0.0 12.1 0.0

13403110210 0.4 35.2 0.0 7.0 0.1

13403110220 0.2 35.2 0.0 7.0 0.0

13403110230 0.2 35.2 0.0 7.0 0.0

13403110250 0.3 7.3 0.0 18.3 0.0

13403110270 1.9 13.2 0.1 16.5 0.1

13403110280 1.4 15.9 0.1 23.4 0.1

13403110290 1.0 19.4 0.1 15.2 0.1

13403110300 0.2 11.1 0.0 15.3 0.0

13403110310 0.0 6.9 0.0 19.9 0.0

13403110320 0.1 6.9 0.0 19.9 0.0

13403110330 0.2 13.8 0.0 25.5 0.0

13403110340 1.7 39.1 0.0 33.0 0.1

13403110350 1.4 19.2 0.1 24.7 0.1

合計 14.8 18.3 0.8 18.3 0.8
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■速度向上効果 

速度向上効果は、推計結果の整備ありなしによる速度差を現況の混雑時平均旅行速度

（18.3km/h）に加算して算出した。 
 
○推計結果（with、without）よる速度向上 
推計結果による速度差は、2.4km/h となっている。 
 

表 3.2-3 推計結果の整備ありなしによる速度差 

 
 
 
 
 

※差の値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：推計結果による平均速度（集計区間は損失時間の環八集計区間） 

 
 
○速度向上効果 
現況：18.3km/h 
整備後：20.7km/h（18.3kmk/h＋2.4km/h） 
 
 

リンク延長(km) 所要時間(h) 速度(km/h)
with 31.8 1.51 21.1
without 31.8 1.71 18.6
差 2.4
向上率 1.1
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3) 並行区間等に当該路線の整備により利便性の向上が期待できるバス路線が存在する又は新た

なバス路線が期待できる 

 
外環に並行する環状８号線、環状７号線にはバス路線が存在。当該事業により交通量の転

換がはかられ、利便性の向上が期待できるため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-4 利便性の向上が期待できるバス路線 

 

■対象区間を通過する路線バス運行状況

2
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(本
)

荻窪駅～井荻駅間バス運行本

数朝６～７分に１本運行 夕７～８分に１本運行

荻窪駅
環状八号線

井荻駅

環状八号線

朝夕を中心に交
通渋滞発生

東京外環事業により交通
渋滞が解消され、バスの
定時制向上が期待される。

東京外環

対象路線周辺には
住宅地が多く、バス

利用者が多い

高校

大学

高校

高校

高校

高校

荻窪駅、井荻駅と高
校や大学、主要施設
を連結する重要なバ
ス路線になっている。

出典：西武バスＨＰ

・１日、約９万人利用する荻窪駅とを結ぶバスが最多で６～７分に1便運行しており、地域の重要な交通
手段であるが、環状八号線の交通渋滞により、定時性に課題

・東京外かんの整備により、環状八号線の交通量が減少し、バス路線の定時性向上が期待される

利用本数最大、最小時間帯の所要時間

0 2 4 6 8 10

南行き

北行き

（分）

最小本数時 ５分

最大本数時 ７分

最小本数時 ６分

最大本数時 ９分

1.4倍

1.5倍

出典：ETC2.0（H27.7）
※最大本数時は7時、18時、最小本数時は
6時の平均

環
八
ル
ー
ト
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4) 新幹線駅へのアクセス向上が見込まれる 

当該区間沿線には、新幹線駅、特急停車駅が存在しないため、該当しない。 
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5) 第一種空港、第二種空港、第三種空港もしくは共用飛行場へのアクセス向上が見込まれる 

外環の整備により、羽田空港から関越の入口である大泉ＪＣＴまでの所要時間の短縮が図

られる。 
そのため、外環（関越～東名）沿線の地域や、関越自動車道を利用する広域的な地域（埼

玉県、群馬県、新潟県等）と羽田空港とのアクセス向上が見込まれるため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度 
・既供用区間は H22 センサスの 12 時間平均旅行速度 
・外環開通後区間は設計速度である 80km/h 

 

 

図 3.2-5 大泉 JCT から羽田空港までのアクセス時間の比較 

 

大泉JCT

羽田空港

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約85分（現況）

外環利用
約110分→約70分
（開通前） （開通後）

４０分短縮

開通前：環八利用
開通後：外環利用
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表 3.2-4 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.5 1.6

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.9 0.9

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.9 1.5

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.1 3.9

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1.0 46.3 1.3

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.3 1.4

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.2 1.5

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 36.4 4.0

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.9 1.6

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.9 0.3

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.9 1.8

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.9 3.1

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.1 6.6

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.5 3.5

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.2 1.5

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1.0 49.5 1.2

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.9 0.2

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.9 0.3

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.2 2.0

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.5 1.8

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.5 0.5

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.2 2.0

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.1 0.7

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.1 1.0

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.5 1.1

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.5 0.3

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1.0 21.5 2.8

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.1 2.7

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1.0 23.9 2.5

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.5 0.4

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.5 2.5

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.4 0.7

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.3 0.5

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 52.0 1.0

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.7 0.8

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.9 0.7

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.2 0.1

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.9 0.2

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.4 0.5

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.5 1.0

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.5 0.4

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.8 0.6

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.2 1.1

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 15.4 10.9

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 77.6 0.9

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 77.6 0.9

13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 85.1 0.8

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 67.0 0.1

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 67.0 1.5

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 79.2 0.5

13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 82.9 1.0

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 78.3 0.4

13100 13200510020 514 高速湾岸線 0.8 78.3 0.6

13100 13200520010 518 高速湾岸線 4.5 89.6 3.0

計 55.0 84.7
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表 3.2-5 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.2 2.6

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.5 1.9

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.0 5.7

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.9 0.7

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.2 0.6

13100 13403110310 4077 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.9 0.9

13100 13403110290 4077 環状８号線 1.0 17.0 3.5

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.9 4.4

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.7 7.8

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.7 1.2

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.4 1.7

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.4 4.3

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.7 2.1

13100 13403110200 4075 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.3 4.4

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.0 3.4

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.3 3.2

13100 13403110160 4074 環状８号線 1.0 18.2 3.3

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

13100 13403110140 4074 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.7 5.5

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.8 5.2

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.0 1.4

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.4 4.0

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.9 2.9

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.7 4.3

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.0 0.3

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.9 3.1

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.6 0.2

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.5 7.1

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.2 6.3

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.0 3.0

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.9 2.1

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.9 1.9

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.7 1.9

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.5 1.4

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.4 1.5

計 36.7 109.7
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表 3.2-6 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.5 1.6

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16.0 80.0 12.0

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.5 0.5

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

13100 13403110140 4074 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.7 5.5

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.8 5.2

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.0 1.4

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.4 4.0

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.9 2.9

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.7 4.3

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.0 0.3

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.9 3.1

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.6 0.2

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.5 7.1

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.2 6.3

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.0 3.0

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.9 2.1

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.9 1.9

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.7 1.9

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.5 1.4

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.4 1.5

計 38.8 70.0
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6) 特定重要港湾もしくはコンテナ航路へのアクセス向上が見込まれる 

外環の整備により、特定重要港湾である横浜港との圏域（90 分）が拡大し、アクセス向上

が図られるため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: H22 道路交通センサス 

 

図 3.2-6 横浜港からの 90 分到達圏域 
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7) 農林水産業を主体とする地域から大都市圏への農林水産品の流通の利便性向上が見込まれる 

外環の整備により、中央卸売市場（大田市場）から関越の入口である大泉ＪＣＴまでの所

要時間の短縮が図られる。 
関越の大泉ＪＣＴ以北地域の農林業を主体とるす地域の利便性が向上するため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度 
・既供用区間は H22 センサスの 12 時間平均旅行速度 
・外環開通後区間は設計速度である 80km/h 

 

図 3.2-7 練馬ＩＣからの中央卸売市場までのルート図 

 

中央卸売市場

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

首都高利用経路

首都高利用
約82分（現況）

外環利用
約105分→約76分
（開通前） （開通後）

練馬IC



3．整備効果の整理 

3-27 

 

 

表 3.2-7 現況（首都高ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.5 1.6

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.9 0.9

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.9 1.5

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.1 3.9

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1.0 46.3 1.3

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.3 1.4

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.2 1.5

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 36.4 4.0

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.9 1.6

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.9 0.3

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.9 1.8

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.9 3.1

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.1 6.6

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.5 3.5

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.2 1.5

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1.0 49.5 1.2

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.9 0.2

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.9 0.3

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.2 2.0

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.5 1.8

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.5 0.5

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.2 2.0

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.1 0.7

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.1 1.0

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.5 1.1

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.5 0.3

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1.0 21.5 2.8

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.1 2.7

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1.0 23.9 2.5

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.5 0.4

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.5 2.5

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.4 0.7

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.3 0.5

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 52.0 1.0

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.7 0.8

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.9 0.7

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.2 0.1

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.9 0.2

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.4 0.5

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.5 1.0

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.5 0.4

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.8 0.6

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.2 1.1

13100 13201000010 517 高速１１号台場線 2.8 15.4 10.9

13100 13201000020 517 高速１１号台場線 1.1 77.6 0.9

13100 13201000030 517 高速１１号台場線 1.1 77.6 0.9

13100 13200510080 514 高速湾岸線 1.1 85.1 0.8

13100 13200510070 514 高速湾岸線 0.1 67.0 0.1

13100 13200510060 514 高速湾岸線 1.7 67.0 1.5

13100 13200510050 514 高速湾岸線 0.7 79.2 0.5

13100 13200510040 514 高速湾岸線 1.4 82.9 1.0

13100 13200510030 514 高速湾岸線 0.5 78.3 0.4

13100 13303570260 1144 一般国道３５７号 0.8 34.7 1.4

計 50.5 82
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表 3.2-8 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.2 2.6

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.5 1.9

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.0 5.7

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.9 0.7

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.2 0.6

13100 13403110310 4077 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.9 0.9

13100 13403110290 4077 環状８号線 1.0 17.0 3.5

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.9 4.4

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.7 7.8

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.7 1.2

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.4 1.7

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.4 4.3

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.7 2.1

13100 13403110200 4075 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.3 4.4

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.0 3.4

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.3 3.2

13100 13403110160 4074 環状８号線 1.0 18.2 3.3

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

13100 13403110140 4074 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.7 5.5

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.8 5.2

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.0 1.4

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.4 4.0

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.9 2.9

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.7 4.3

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.0 0.3

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.9 3.1

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.6 0.2

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.5 7.1

13100 13300150200 1056 一般国道１５号 0.6 10.7 3.4

13100 13300150190 1056 一般国道１５号 1.5 22.6 4.0

13100 13300150180 1056 一般国道１５号 0.4 18.2 1.3

13100 13403180020 4102 環状７号線 1.2 25.7 2.8

13100 13403180010 44024 環状７号線 1.0 27.6 2.2

計 32.5 105.3
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表 3.2-9 整備後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.5 1.6

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16.0 80.0 12.0

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.5 0.5

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

13100 13403110140 4074 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13304660010 1151 一般国道４６６号 0.9 9.7 5.5

13100 13304660020 1151 一般国道４６６号 1.1 12.8 5.2

13100 13403110120 4073 環状８号線 0.7 31.0 1.4

13100 13403110110 4073 環状８号線 1.9 28.4 4.0

13100 13403110100 4073 環状８号線 1.6 32.9 2.9

13100 13403110090 4073 環状８号線 1.9 26.7 4.3

13100 13403110080 4072 環状８号線 0.1 19.0 0.3

13100 13403110070 4072 環状８号線 1.2 22.9 3.1

13100 13403110060 4072 環状８号線 0.1 26.6 0.2

13100 13403110050 4072 環状８号線 2.2 18.5 7.1

13100 13403110040 4071 環状８号線 1.8 17.2 6.3

13100 13301310020 1101 一般国道１３１号 0.5 10.0 3.0

13100 13301310010 1101 一般国道１３１号 0.7 19.9 2.1

13100 13403110020 4070 環状８号線 1.4 44.9 1.9

13100 13403110010 4070 環状８号線 1.5 46.7 1.9

13100 13303570290 4070 一般国道３５７号 1.5 64.5 1.4

13100 13303570280 41145 一般国道３５７号 1.5 60.4 1.5

13100 13303570270 1145 一般国道３５７号 4.6 46.5 5.9

計 43.4 75.9
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8) 都市再生プロジェクトを支援する事業である 

都市再生プロジェクト（第２次決定）に位置づけられており、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 都市再生プロジェクト(第2次決定)(平成 13年 8月 28日） 

 

図 3.2-8 都市再生プロジェクトにおける外環（関越～東名）の位置づけ 
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9) 三大都市圏の環状道路を形成する 

外環は、首都圏の３環状道路の一部となっており、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省関東地方整備局 HP 

 

図 3.2-9 三環状ネットワーク図 

 

再評価対象区間 
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10) 市街地再開発、区画整理等の沿道まちづくりとの連携あり 

外環（関越～東名）は、地下構造のため、該当しない。 
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11) 当該道路が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 

外環の整備により、さいたま市役所と横浜市役所間を連絡するルートを構成し、所要時間

の短縮が見込まれるため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度 

・既供用区間は H22 センサスの 12 時間平均旅行速度 

・外環開通後区間は設計速度である 80km/h 

 

図 3.2-10 さいたま市から横浜市までのルート図 

さいたま市役所

横浜市役所

凡 例

都心部利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約107分→約90分
（開通前） （開通後）
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【参考】拠点都市について 

拠点都市として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と横浜市（横浜市役所）と

した。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

図 3.2-11 生活圏の区分 

 

 

表 3.2-10 各都道府県において表示される基準地・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県
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表 3.2-11 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.4 3.9

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 17.0 0.4

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 17.0 3.9

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.2 5.6

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.9 1.4

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.4 0.3

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.2 0.7

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.2 0.9

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1.0 17.9 3.3

11000 11300170040 1041 一般国道１７号 0.6 28.4 1.3

11000 11300170030 1041 一般国道１７号 1.7 25.4 4.0

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.9 1.6

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.9 0.3

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.9 1.8

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.9 3.1

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.1 6.6

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.5 3.5

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.2 1.5

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1.0 49.5 1.2

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.9 0.2

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.9 0.3

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.2 2.0

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.5 1.8

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.5 0.5

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.2 2.0

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.1 0.7

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.1 1.0

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.5 1.1

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.5 0.3

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1.0 21.5 2.8

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.1 2.7

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1.0 23.9 2.5

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.5 0.4

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.5 2.5

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.4 0.7

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.3 0.5

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 52.0 1.0

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.7 0.8

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.9 0.7

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.2 0.1

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.9 0.2

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.4 0.5

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.5 1.0

13100 13200010070 501 高速都心環状線 0.4 65.5 0.4

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.8 0.6

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.2 1.1

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 29.2 2.3

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 36.9 3.1

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 36.9 2.8

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 36.9 2.6

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 73.5 0.5

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 74.7 0.5

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 74.7 0.6

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 77.3 0.9

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 70.1 1.1

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 67.8 0.7

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 68.7 0.6

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 68.7 0.8

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 65.4 0.7

14100 14201100020 501 高速神奈川１号横羽線 3.6 74.8 2.9

14100 14201100030 501 高速神奈川１号横羽線 2.0 48.5 2.5

14130 14201100040 501 高速神奈川１号横羽線 0.1 48.5 0.1

14100 14201100050 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 53.6 0.8

14100 14201100060 501 高速神奈川１号横羽線 2.2 67.6 2.0

14100 14201100070 501 高速神奈川１号横羽線 0.7 70.2 0.6

14100 14201100080 501 高速神奈川１号横羽線 0.6 70.2 0.5

14100 14201100090 501 高速神奈川１号横羽線 0.4 71.8 0.3

14100 14201100100 501 高速神奈川１号横羽線 2.1 72.8 1.7

14100 14201100110 501 高速神奈川１号横羽線 1.3 65.8 1.2

14100 14201100120 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 46.8 0.1

14100 14201100130 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 46.8 1.2

14100 14201100140 502 高速神奈川１号横羽線 0.9 54.6 1.0

14100 14201100150 502 高速神奈川１号横羽線 0.1 74.4 0.1

14100 14201100160 502 高速神奈川１号横羽線 1.8 74.4 1.5

計 67.2 107.3
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表 3.2-12 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ番

号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.4 3.9

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 17.0 0.4

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 17.0 3.9

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.2 5.6

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.9 1.4

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.4 0.3

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.2 0.7

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.2 0.9

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1.0 17.9 3.3

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 19.1 1.9

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.2 1.5

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.3 1.4

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1.0 46.3 1.3

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.1 3.9

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.9 1.5

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.9 0.9

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16.0 80.0 12.0

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.5 0.5

14130 14110100010 1 東名高速道路 1.9 64.5 1.8

14130 14110100020 1 東名高速道路 2.4 64.5 2.2

14130 14110100030 1 東名高速道路 1.0 70.5 0.9

14100 14110100040 30001 東名高速道路 4.8 70.5 4.1

14100 14110100050 1 東名高速道路 0.8 70.1 0.7

14100 14110100060 1 東名高速道路 1.1 70.1 0.9

14100 14110100070 1 東名高速道路 0.4 70.1 0.3

14100 14110100080 1 東名高速道路 4.0 70.1 3.4

14100 14110100090 1 東名高速道路 0.4 68.2 0.4

13000 13300160010 1001 一般国道１６号 0.2 15.9 0.8

14100 14300160770 11031 一般国道１６号 0.2 46.6 0.3

14100 14300160760 11031 一般国道１６号 0.1 46.6 0.1

14100 14300160750 11031 一般国道１６号 1.4 46.6 1.8

14100 14300160320 11030 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2.0 22.1 5.4

14100 14300160330 11029 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 2.8 29.2 5.8

14100 14300160340 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.0 36.9 1.6

14100 14300160350 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.8 50.0 2.2

14100 14300160360 11028 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.1 31.8 2.1

14100 14300160370 11025 一般国道１６号(保土ヶ谷バイパス) 1.3 62.9 1.2

14100 14201400100 504 高速神奈川３号狩場線 0.9 37.7 1.4

14100 14201400070 504 高速神奈川３号狩場線 1.5 56.6 1.6

14100 14201400060 504 高速神奈川３号狩場線 0.7 61.3 0.7

14100 14300160220 1024 一般国道１６号 0.8 17.4 2.8

14100 14300160230 1024 一般国道１６号 0.4 12.2 2.0

14100 14300160240 1024 一般国道１６号 0.2 15.5 0.8

計 64.8 90.4
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12) 当該路線が隣接した日常活動圏中心都市間を最短時間で連絡する路線を構成する 

外環の整備により、谷原と瀬田間を最短時間で連絡するため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度 
・既供用区間 H22 センサスの 12 時間平均旅行速度 
・外環開通後区間は設計速度である 80km/h 

 

図 3.2-12 さいたま市から川崎市までのルート図 

谷原交差点

瀬田交差点

外環利用
約53分→約22分
（開通前） （開通後）

凡 例

環八利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）
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【参考】日常活動圏について 

隣接する日常活動圏として主要地である、谷原（谷原交差点）と瀬田（瀬田交差点）とし

た。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

図 3.2-13 生活圏の区分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

図 3.2-14 東京都における基準地・重要地・主要地 
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表 3.2-13 現況（環八ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

表 3.2-14 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13604430010 6056 南田中町旭町線 1.9 20.0 5.7

13100 13403110330 4077 環状８号線 0.2 17.9 0.7

13100 13403110320 4077 環状８号線 0.1 10.2 0.6

13100 13403110310 4077 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110300 4077 環状８号線 0.2 12.9 0.9

13100 13403110290 4077 環状８号線 1.0 17.0 3.5

13100 13403110280 4076 環状８号線 1.4 18.9 4.4

13100 13403110270 4076 環状８号線 1.9 14.7 7.8

13100 13400070440 44005 杉並あきる野線 0.2 9.7 1.2

13100 13403110250 44005 環状８号線 0.3 10.4 1.7

13100 13400140310 44005 新宿国立線 1.1 15.4 4.3

13100 13403110230 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110220 4075 環状８号線 0.2 11.7 1.0

13100 13403110210 4075 環状８号線 0.4 11.7 2.1

13100 13403110200 4075 環状８号線 0.0 0.0 0.0

13100 13403110190 4075 環状８号線 1.2 16.3 4.4

13100 13403110180 4075 環状８号線 1.3 23.0 3.4

13100 13403110170 4074 環状８号線 1.4 26.3 3.2

13100 13403110160 4074 環状８号線 1.0 18.2 3.3

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

計 14.9 53.1

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平

均旅行速

度(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

13100 13400240010 4026 練馬所沢線 0.5 15.5 1.9

13100 13400240150 14026 練馬所沢線 0.7 16.2 2.6

13100 13118000010 1 関越自動車道 0.8 29.5 1.6

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16.0 80.0 12.0

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.5 0.5

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

計 19.4 22.4
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13) 日常活動圏の中心都市へのアクセス向上が見込まれる 

外環の整備により、川崎市とさいたま市間の所要時間短縮が図られるため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※使用した速度 
・既供用区間は H22 センサスの 12 時間平均旅行速度 
・外環開通後区間は設計速度である 80km/h 

 

図 3.2-15 さいたま市から川崎市までのルート図 

 

さいたま市役所

凡 例

首都高利用経路（開通前）

外環利用経路（開通後）

外環利用
約103分→約92分
（開通前） （開通後）

川崎市役所

開通後：外環利用

開通前：首都高利用
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【参考】日常活動圏について 

日常活動圏として重要地である、さいたま市（さいたま市役所）と川崎市（川崎市役所）

とした。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

図 3.2-16 生活圏の区分 

 

 

表 3.2-15 各都道府県において表示される基準地・重要地・主要地一覧 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料: 国土交通省 HP 

 

都道府県名 基準地 重 要 地 主　　要　　地

埼玉県

－ さいたま、春日部、川
越、熊谷、秩父、草
加、所沢、東松山

入間、上尾、桶川、岩槻、川口、小川、行
田、加須、越谷、久喜、鴻巣、蓮田、坂戸、
飯能、深谷、戸田、三郷、長瀞、羽生、本
庄、寄居、幸手、狭山、川島、日高、菖蒲、
和光、栗橋、富士見、小鹿野、大宮、浦和

千葉県
－ 柏、木更津、千葉、成

田
市原、市川、勝浦、鴨川、佐倉、香取、東
金、館山、成田空港、野田、船橋、松戸、茂
原、八千代、匝瑳、四街道、浦安、銚子

東京都
（23区）

東京 浅草橋、池袋、上野、
五反田、新宿、渋谷、
品川、巣鴨、日本橋

赤羽、青戸、荻窪、赤羽橋、蒲田、板橋、飯
田橋、大森、大原、王子、羽田、日比谷、東
中野、本郷、馬込、丸子橋、三宅坂、目白、
四谷、目黒、谷原、六本木、信濃町、砂町、
千住、瀬田、高井戸、辰巳、高田馬場、戸田
橋、等々力、成増、半蔵門、初台、晴海、亀
戸、上馬、葛西、亀有、銀座、言問橋、高円
寺、桜田門、大崎、三軒茶屋、新橋、四ツ
木、西新井、三ノ輪、南砂、芝公園、市川
橋、祝田橋、永代橋、恵比寿、大久保、大手
町、御徒町、駒形橋、駒沢、笹目橋、水道
橋、溜池、豊洲

（23区外） 八王子 秋川、五日市、あきる野、青梅、奥多摩、数馬、清
瀬、狛江、小平、立川、高尾、西東京、多摩ニュータ
ウン、調布、拝島橋、東村山、檜原、府中、町田、瑞
穂、三鷹、福生

－ 厚木、小田原、相模
原、横須賀

伊勢原、江の島、鎌倉、茅ヶ崎、津久井、秦
野、箱根、藤沢、松田、三崎、大和、湯河
原、平塚、相模湖

横浜 磯子、市ヶ尾、新横浜、金沢、桜木町、綱
島、鶴ヶ峰、鶴見、戸塚、長津田、東神奈
川、保土ケ谷、関内、高島

川崎 小杉、登戸、溝口

神奈川県
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表 3.2-16 現況（都心部ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170940 11012 一般国道１７号 0.3 13.5 1.3

11100 11300170950 11012 一般国道１７号 0.5 12.4 2.4

11100 11300170960 11013 一般国道１７号 0.7 18.8 2.2

11100 11300170970 11013 一般国道１７号 1.2 18.8 3.8

11100 11300170980 11013 一般国道１７号 0.2 14.0 0.9

11100 11300170990 11013 一般国道１７号 0.7 32.5 1.3

11100 11300171000 11013 一般国道１７号 0.1 15.7 0.4

11100 11300171010 11013 一般国道１７号 0.7 22.6 1.9

11100 11200510120 0 高速埼玉新都心線 0.6 67.8 0.5

11100 11200510110 0 高速埼玉新都心線 0.1 67.8 0.1

11100 11200510100 30503 高速埼玉新都心線 0.7 70.0 0.6

11100 11200510090 30503 高速埼玉大宮線 1.3 70.0 1.1

11100 11200510080 30503 高速埼玉大宮線 2.2 79.4 1.7

11100 11200510070 30503 高速埼玉大宮線 0.1 79.4 0.1

11100 11200510060 30503 高速埼玉大宮線 0.1 79.4 0.1

11100 11200510050 30503 高速埼玉大宮線 0.1 91.4 0.1

11100 11200510040 30503 高速埼玉大宮線 2.8 91.4 1.8

11100 11200510030 30503 高速埼玉大宮線 0.7 91.4 0.5

11100 11200510020 30503 高速埼玉大宮線 0.3 76.5 0.2

11000 11200510010 503 高速埼玉大宮線 0.9 76.5 0.7

11000 11200500010 30510 高速５号池袋線 2.4 36.4 4.0

11000 11200500020 30510 高速５号池袋線 0.6 22.9 1.6

11000 11200500030 30510 高速５号池袋線 0.1 22.9 0.3

13100 13200500180 520 高速５号池袋線 0.7 22.9 1.8

13100 13200500170 520 高速５号池袋線 1.2 22.9 3.1

13100 13200500160 520 高速５号池袋線 3.2 29.1 6.6

13100 13200500150 520 高速５号池袋線 2.9 49.5 3.5

13100 13200500140 520 高速５号池袋線 1.2 48.2 1.5

13100 13200500130 510 高速５号池袋線 1.0 49.5 1.2

13100 13200500120 510 高速５号池袋線 0.1 34.9 0.2

13100 13200500110 510 高速５号池袋線 0.2 34.9 0.3

13100 13200500100 510 高速５号池袋線 1.5 44.2 2.0

13100 13200500090 510 高速５号池袋線 1.3 44.5 1.8

13100 13200500080 510 高速５号池袋線 0.4 44.5 0.5

13100 13200500070 510 高速５号池袋線 1.3 39.2 2.0

13100 13200500060 510 高速５号池袋線 0.5 40.1 0.7

13100 13200500050 510 高速５号池袋線 0.7 40.1 1.0

13100 13200500040 510 高速５号池袋線 0.4 21.5 1.1

13100 13200500030 510 高速５号池袋線 0.1 21.5 0.3

13100 13200500020 510 高速５号池袋線 1.0 21.5 2.8

13100 13200500010 510 高速５号池袋線 0.8 18.1 2.7

13100 13200020040 502 高速都心環状線 1.0 23.9 2.5

13100 13200020050 502 高速都心環状線 0.1 14.5 0.4

13100 13200020060 502 高速都心環状線 0.6 14.5 2.5

13100 13200020070 502 高速都心環状線 0.2 17.4 0.7

13100 13200020080 502 高速都心環状線 0.2 23.3 0.5

13100 13200110010 506 高速１号上野線 0.9 52.0 1.0

13100 13200010010 501 高速都心環状線 0.9 65.7 0.8

13100 13200010020 501 高速都心環状線 0.9 77.9 0.7

13100 13200010030 501 高速都心環状線 0.1 57.2 0.1

13100 13200010040 501 高速都心環状線 0.2 60.9 0.2

13100 13200010050 501 高速都心環状線 0.5 63.4 0.5

13100 13200010060 501 高速都心環状線 1.1 65.5 1.0

13100 13200010110 0 高速都心環状線 0.1 56.6 0.1

13100 13200010080 501 高速都心環状線 0.6 60.8 0.6

13100 13200100010 505 高速１号羽田線 0.6 33.2 1.1

13100 13200100020 505 高速１号羽田線 1.1 29.2 2.3

13100 13200100030 505 高速１号羽田線 1.9 36.9 3.1

13100 13200100040 505 高速１号羽田線 1.7 36.9 2.8

13100 13200100050 505 高速１号羽田線 1.6 36.9 2.6

13100 13200100060 505 高速１号羽田線 0.6 73.5 0.5

13100 13200100070 505 高速１号羽田線 0.6 74.7 0.5

13100 13200100080 505 高速１号羽田線 0.8 74.7 0.6

13100 13200100090 505 高速１号羽田線 1.1 77.3 0.9

13100 13200100100 505 高速１号羽田線 1.3 70.1 1.1

13100 13200100110 505 高速１号羽田線 0.8 67.8 0.7

13100 13200100120 505 高速１号羽田線 0.7 68.7 0.6

13100 13201100010 30516 高速神奈川１号横羽線 0.9 68.7 0.8

14130 14201100010 501 高速神奈川１号横羽線 0.8 65.4 0.7

14130 14304090060 1055 一般国道４０９号 0.3 10.0 1.8

14130 14304090070 1055 一般国道４０９号 2.4 20.6 7.0

14130 14304090080 1055 一般国道４０９号 0.6 15.6 2.3

14130 14300150010 1011 一般国道１５号 0.6 41.9 0.9

14130 14300150020 1011 一般国道１５号 0.2 18.7 0.6

計 61.9 103.2
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表 3.2-17 開通後（外環ルート） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※合計値は四捨五入の関係で合わないことがある 

資料：H22 道路交通センサス 

 

 

指定市コード

都道府県支庁
基本区間番号

H17ｾﾝｻｽ

番号
路線名

距離

(km)

混雑時平均

旅行速度

(km/h)

所要時間

(分)

平日混雑

11100 11300170930 11012 一般国道１７号 0.8 12.4 3.9

11100 11300170920 11011 一般国道１７号 0.1 17.0 0.4

11100 11300170910 11011 一般国道１７号 1.1 17.0 3.9

11100 11300170900 11011 一般国道１７号 1.8 19.2 5.6

11100 11302980080 31102 一般国道２９８号 0.5 21.9 1.4

11000 11302980070 1102 一般国道２９８号 0.1 18.4 0.3

11000 11302980060 1102 一般国道２９８号 0.2 17.2 0.7

11000 11302980050 1102 一般国道２９８号 0.4 26.2 0.9

11000 11302980040 1102 一般国道２９８号 1.0 17.9 3.3

11000 11302980030 1101 一般国道２９８号 0.6 19.1 1.9

11000 11111100050 10 東京外環自動車道 0.9 37.2 1.5

11000 11111100040 9 東京外環自動車道 1.1 46.3 1.4

11000 11111100030 9 東京外環自動車道 1.0 46.3 1.3

11000 11111100020 8 東京外環自動車道 2.1 32.1 3.9

11000 11111100010 7 東京外環自動車道 2.1 84.9 1.5

13100 13111100010 30005 東京外環自動車道 1.3 84.9 0.9

- - - 外環開通区間（関越～東名） 16.0 80.0 12.0

13000 13110100010 30004 東名高速道路 0.5 64.5 0.5

13100 13403110150 4074 環状８号線 0.9 14.2 3.8

13100 13302460260 1116 一般国道２４６号 0.6 23.3 1.5

13100 13302460270 1117 一般国道２４６号 1.0 36.4 1.6

13100 13302460360 31117 一般国道２４６号 0.6 7.8 4.6

13100 13302460370 31117 一般国道２４６号 0.3 7.9 2.3

14130 14302460680 1033 一般国道２４６号 0.3 9.0 2.0

14130 14500010050 4027 幸多摩線 1.3 11.1 7.1

14130 14500010040 4027 幸多摩線 0.8 31.4 1.5

14130 14500010030 4027 幸多摩線 5.2 31.4 9.9

14130 14500010020 4026 幸多摩線 0.6 30.2 1.2

14130 14500010010 4026 幸多摩線 3.0 30.2 6.0

14130 14304090110 1054 一般国道４０９号 0.4 39.1 0.6

14130 14400090020 4009 川崎府中線 0.4 16.8 1.4

14130 14400090010 4009 川崎府中線 0.9 16.8 3.2

計 47.9 92.1
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14) 拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベントを支援する 

外環（関越～東名）は、拠点開発プロジェクト、地域連携プロジェクト、大規模イベント

を支援することが明確でないため、該当しない。 
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15) ＩＣ等からのアクセスが向上する主要な観光地が存在する 

 
外環(関越～東名)の整備により、東京ＩＣから関東周辺の主要な観光地への所要時間短縮

が図られるため、該当する。 
 
■東京ＩＣからの所要時間の短縮 
外環（関越～東名）の整備により、東京ＩＣ～川越ＩＣ間では所要時間が約３８～４６分

短縮されることを把握した。川越は伝統ある川越まつりが開催されるなど、年間６００万人

の観光客が訪れる首都圏の一大観光地となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-17 東京ＩＣから川越ＩＣまでの所要時間の経路図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H22 道路交通センサス 

 

※使用した速度：既供用区間は H22 センサスの 12 時間混雑時平均旅行速度、外環開通後区

間は設計速度である 80km/h 
 

図 3.2-18 東京ＩＣから川越ＩＣまでの所要時間の変化 

 

 

 

環状８号線 

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

環状８号線 

東京ＩＣ 

川越ＩＣ 

外環 

外

環 
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16) 新規整備の公共公益施設へ直結する道路 

新規整備の公共公益施設へ直結する道路ではないため、該当しない。 
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3.2.2 暮らし 

1) 三次医療施設へのアクセス向上が見込まれる 

外環が整備されることにより、第三次医療施設である杏林大学医学部附属病院からの２０

分圏域が広がり、アクセス向上が図られる地域が増加するため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H17 国勢調査、H22 道路交通センサス 

 
※圏域の算出方法：既存道路は H22 道路交通センサスの混雑時平均旅行速度を用いて、病院から 20 分で到達で

きる範囲を算出、外環（関越～東名）区間は設計速度である 80km/h を用いて算出した。 
※20 分は呼吸停止時の死亡率が 100％になる時間より設定 

 

図 3.2-19 杏林大学医学部付属病院からの 20 分到達圏域 

外環（関越～東名）整備における杏林大学医学部付属病院からの 20 分圏域 

杏林大学医学部付属病院ま
で約 50 分が約 20 分に短縮 

杏林大学医学部付属病院ま
で約 42 分が約 20 分に短縮 
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3.2.3 安全 

1) 並行区間等に死傷事故率が 500 件/億台キロ以上である区間が存する場合において、交通量の

減少により、当該区間の安全性の向上が期待できる。 

 
外環（関越～東名）は地下構造のため、該当しない。 
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2) 対象区間が、都道府県地域防災計画、緊急輸送道路ネットワーク計画又は地震対策緊急整備事

業計画に位置づけがある、又は地震防災緊急事業五ヶ年計画に位置づけのある路線（以下「緊

急輸送道路」という）として位置づけあり。 

 
外環は、高速自動車国道であり、緊急輸送道路ネットワークに位置づけられている。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：東京都建設局 HP  

図 3.2-20 東京都の緊急輸送道路 
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3) 緊急輸送道路が通行止めになった場合に大幅な迂回を強いられる区間の代替路線を形成する。 

 
外環は、３環状の一部となっており、中央環状線が通行止めとなった場合、代替路として

機能するため、該当する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3.2-21 迂回ルート図（東京都） 

 

通行止め 
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4) 並行する高速ネットワークの代替路線として機能する。 

 
外環は、東名高速～湾岸線間が計画中となっており、環状道路として一部不足しているた

め、並行する高速ネットワーク（圏央道、中央環状線）の代替路として機能することが明確

でないことから、該当しない。 
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5) 並行区間等の事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間の代替路を形成す

る。 

 
並行区間の現道は、事前通行規制区間、特殊通行規制区間又は冬期交通障害区間は存在し

ないため、対象外である。 
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3.2.4 環境 

1) 対象道路の整備により削減される自動車からのＣＯ２排出量 

外環が整備されることで、ＣＯ２が約 18 万ｔ/年削減される。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※計測範囲は１都３県 
資料：交通量推計結果 

図 3.2-22 ＣＯ２排出量 
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2) 並行区間等における自動車からのＮＯｘ排出削減率 

外環が整備されることで、ＮＯｘが約 280ｔ/年削減される。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※計測範囲は１都３県 
資料：交通量推計結果 

図 3.2-23 ＮＯｘ排出量 
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3) 並行区間等における自動車からのＳＰＭ排出削減率 

外環が整備されることで、ＳＰＭが約 14ｔ/年削減される。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※計測範囲は１都３県 
資料：交通量推計結果 

図 3.2-24 SPM 排出量 
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■ＮＯｘ・ＰＭ対象地域について 

外環沿線の市町村は自動車ＮＯｘ・ＰＭ対象地域となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：環境省 HP 

図 3.2-25 自動車ＮＯｘ・ＰＭ法の対象地域 
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4) 並行区間等で騒音レベルが夜間要請限度を超過している区間について、新たに要請限度を下回

ることが期待される区間がある。 

 
環状８号線には、夜間騒音レベル（70ｄＢ）を超過する箇所が存在している。 
今後、外環の整備により交通量が転換し、騒音の減少が期待されるが、要請限度を下回る

か不明のため、該当しない。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：平成 26 年度自動車交通騒音調査結果（東京都） 

 

図 3.2-26 並行する環状８号線の夜間騒音レベル 
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5) その他、環境や景観上の効果が期待される。 

 
その他は、現時点で定量的な効果として捉えることができないため、該当しない。 
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3.2.5 その他 

1) 他機関との連携プログラムに位置づけられている。 

 
『「2020 年の東京」へのアクションプログラム 2013』(平成 25 年 1 月) に「都心への流

入交通を迂回させることで交通事情を大きく改善するとともに、日本の東西交通のバイパス

機能が強化されるなど、災害時の物流・交通を確保する三環状道路の整備促進」として位置

づけられているため、該当する。 
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2) その他、対象地域や事業に固有の事情等、以上の項目に属さない効果が見込まれる。 

 
本事業の整備により、環状８号線の交通量が減少し、渋滞が緩和されることで混雑を避け

て生活道路に入りこんでいた通り抜け自動車が環状８号線を走行するようになり、その結果、

生活道路の安全性向上が見込まれるため、該当する。 
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3.3 交通量推計結果による整理 

交通量推計結果による外環本線の交通量は、最大で 96,200 台/日（関越道～中央道間）、最

小で 76,200 台/日（中央道～東名高速間）となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 3.3-1 外環本線交通量 
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3.4 最新データによる交通状況整理 

以下では、費用便益分析以外の整備効果について最新のデータ、公表資料等をもとに首都圏

や外環沿線に着目して把握分析を行った。 
 

3.4.1 ＥＴＣ2.0 データによる交通状況の整理 

1) 東名高速と関越道間の経路分担状況 

東名高速と関越道間の経路分担（一般道+高速）状況は、環八が約８割、中央環状線が約

１割となっている。 
一方、一般道のみの集計でみた場合、環八が約９割となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：ETC2.0（H27.4～H27.7） 

図 3.4-1 東名高速と関越道間の経路分担（高速＋一般道） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：ETC2.0（H27.4～H27.7） 

図 3.4-2 東名高速と関越道間の経路分担（高速＋一般道） 
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2) 環状８号線の沿線７区市利用 OD 

外環に並行する環状８号線の利用ＯＤは、約２割が通過交通となっており、沿線７区市に

足を持つ内外交通が約６割、内々交通が約２割となっている。 
通過交通のうち、約３割は東名高速、関越道、中央道間のＯＤとなっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：ETC2.0（H27.4～H27.7） 

図 3.4-3 環状８号線の沿線７区市利用 OD 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：ETC2.0（H27.4～H27.7） 

図 3.4-4 環状８号線の沿線７区市利用 OD 
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3) 環状８号線（断面、車種別）の利用状況 

環状８号線の東名高速～関越道間の利用状況は、以下のとおりである。 
環状８号線の内回り（大型車）は、谷和原交差点から環八東名入口交差点までを通過する

交通が約８割となっており、大型車の通過交通が多い状況となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※東名高速、関越道、外環を利用し各断面を通過（内回りは谷和原交差点の利用量を 100％、外

回りは環八東名入口交差点の利用量を 100％とした割合）している交通量割合 

資料：ETC2.0（H27.4～H27.7） 

 

図 3.4-5 環状８号線（断面、車種別）の利用状況 

 

中央道

関越道

環
状
８
号
線

環状８号線断面通過割合
（小型車）

谷和原交差点

中の橋交差点

環八東名入口交差点

谷和原交差点

中の橋交差点

環八東名
入口交差点

100％

69％

53％

12％

23％

100％

環状８号線断面通過割合
（大型車）

谷和原交差点

中の橋交差点

環八東名
入口交差点

100％

84％

80％

47％

58％

100％

内回りの
大型車交通量は

約８割が
環八を通過

外
回
り

内
回
り

外
回
り

内
回
り



3．整備効果の整理 

3-65 

 

4) 環状８号線の時間信頼性向上 

外環に並行する環八は、バス路線が存在しており、７時、１８時台が最大運行本数となっ

ており、６時台が最小運行本数となっている。 
ＥＴＣ2.0 によるその時間帯の所要時間の差は、約 1.4～1.5 倍となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※最大運行本数時は７時、18 時、最小運行本数時は 6 時の平均所要時間 
資料：ETC2.0 による速度（H27.7） 

 

図 3.4-6 バス本数が多い時間帯の所要時間の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：西部バス HP 

図 3.4-7 バスルート、運行本数 
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3.4.2 民間プローブデータによる交通状況の整理 

1) 環状８号線の速度状況 

環状８号線の速度は、東名高速、中央道との接続交差点である環八入口交差点や中の橋交

差点において、全時間帯で 10km/h 未満の区間が存在している。 
また環状８号線の km あたり主要渋滞箇所は、並行する環状６号線、環状７号線の約 1.3

～1.7 倍と高い状況となっている。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30）全日データ 

 

図 3.4-8 環状８号線の速度状況 
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18時台 # # # # 8 # # # # # # # # 30.571573 # 12.28 # 20.13384 30.9 # # 15.40823 28.7407 24.266 # # # 43 16.71561 15.2 # # # # 18 # 37 22.24 # 22.405 # # # # # # 33 14 17.4 32.61702003 40.1 37.3 9 38.1 57.04606658 61.3314 56
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出典：首都圏渋滞ボトルネック対策協議会（※左記図面の範囲を計測）

※主要渋滞箇所の表記は、
国道246号～目白通り間としている
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2) 外環に接続する高速道路の速度状況 

外環に接続する関越道、中央道、東名高速の速度状況は以下のとおりとなっている。 
各放射軸ともに都心方向へ向かう速度は、外環外側に対し、内側の方が著しい速度低下が

発生しており、中央道および首都高新宿線に対し、東名高速および首都高渋谷線の方が速度

低下区間が長い状況となっている。 
また、中央環状品川線開通後も渋谷線の交通量は増加傾向となっている。 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30）全日データ 

 

図 3.4-9 外環に接続する高速道路の速度状況 

10.7 10.9

0
3
6
9

12

開通前 開通後

（万台/日） ２％増

7時台 48.29616431 62.2 63.3446 66.63657308 66 63.77719 64.3273 64.19181157
8時台 41.69893563 48.9 49.425 47.46785006 46 47.653376 49.7947 48.43229756
9時台 47.69577417 51.9 52.002 49.49920558 48 49.372055 51.1405 51.81972504

10時台 49.76784534 53.5 55.5047 54.59115495 53 54.430636 56.122 56.41343129
11時台 53.38458717 57 57.6709 56.91165672 56 58.268422 58.8034 58.62501021
12時台 57.08465143 59.6 60.2347 62.0573623 62 61.597149 63.8191 62.69124015
13時台 62.8617814 64.4 65.4379 68.43041421 69 67.865526 68.5156 69.26273373
14時台 57.61761217 60.5 61.7414 66.77178533 68 65.326884 65.1131 65.94128295
15時台 48.86482657 52.7 55.4056 58.18961761 60 58.863412 59.363 62.61516284
16時台 48.36350835 54.6 56.6401 59.39818632 60 57.109883 57.5987 59.58728222
17時台 46.79822861 55.7 56.8076 58.77077339 58 57.270868 59.2386 62.90097476
18時台 46.26431803 55 57.6716 60.62105946 60 60.394507 62.7221 64.44569507

# 45.31814231 34.73344932 41.1659 42.918 39.14269967 26.2 # 33.7 # 42.6734395 44.5827072 52.46610609 # 59.650858
# 31.06358835 27.41355109 34.8232 35.26 32.99986979 21.3 # 26.6 # 36.7856465 40.1636637 49.6500126 # 57.704967
# 36.90988743 30.6938913 36.9071 37.753 36.08680939 23.1 # 30.3 # 39.4964674 41.3036974 47.90521494 # 55.559686
# 41.01571121 34.99550675 40.0116 42.126 39.64324854 24.9 # 34.8 # 42.6336338 45.2102642 50.16745228 # 55.730048
# 42.44712358 36.34273392 41.9665 43.738 41.57382381 26.3 # 37.5 # 45.0499397 48.03872 52.96519941 # 57.976693
# 47.85543192 44.02708867 47.5836 49.824 47.26988921 28.5 # 43.8 # 49.6631767 52.5145051 55.83837739 # 60.68045
# 57.22778391 55.764363 54.9919 58.414 53.91208636 31.9 # 50.1 # 55.8339933 59.9648619 59.90673974 # 63.049877
# 58.21292966 56.93289363 54.4729 58.745 54.04682674 32 # 54.4 # 58.4738624 62.2777367 59.76516833 # 60.089158
# 55.71358393 55.18638748 53.195 55.715 51.10703643 31.9 # 54.1 # 56.0063715 59.5579754 57.47412813 # 58.876683
# 53.78610285 52.69232546 50.6049 53.664 48.83611964 30.1 # 50.1 # 53.7596642 57.9786393 56.11844568 # 58.633651
# 57.25664421 56.72847213 53.9638 56.821 51.38792628 30.2 # 47.5 # 50.3095153 52.5389517 52.7320267 # 54.98111
# 57.95134175 59.47380536 54.127 57.771 52.62835102 31.8 # 50.1 # 52.6718443 55.8694303 54.65020392 # 56.626828

7時台 23.70736361 27.0174 26.6 23.29636 21.99489589 21.367 21.01 18.63636334
8時台 35.19590744 33.2619 30.6 27.03469 24.97765502 21.823 21.07 19.38447982
9時台 47.35214303 49.4887 46.4 41.63307 35.95970882 30.343 29.37 26.98567697

10時台 48.0287089 55.0665 50.7 46.99815 43.3046724 38.119 37.13 34.17713278
11時台 49.09518435 58.7824 54.8 51.11411 49.10279105 45.271 43.22 41.1204936
12時台 59.32314129 66.782 63.2 60.56278 59.28478196 54.119 53.34 50.59216671
13時台 68.78394986 80.5554 78 76.0836 77.19366601 69.195 66.69 59.92894205
14時台 70.92101145 86.6353 83.8 82.79238 87.49046133 83.893 81.37 72.05819513
15時台 67.88923315 85.7826 84.2 86.6529 92.78805947 89.921 87.28 76.4440277
16時台 69.87788305 86.9924 85.9 85.46248 90.68514613 87.782 84.77 72.16563562
17時台 70.76820299 90.3479 87.1 86.76828 90.12430649 87.788 85.45 70.58162827
18時台 71.00337131 89.1772 86.4 87.47643 94.67188301 93.325 92.15 81.29861861

中央道

調布IC

高井戸IC 西新宿JCT

東名川崎IC

東京IC

大橋JCT

上り

■東名高速、首都高渋谷線 時間帯別速度データ

東名高速（東名川崎IC～東京IC） 首都高渋谷線（東京IC～大橋JCT）

中央道（調布IC～高井戸IC） 首都高新宿線（高井戸IC～西新宿JCT）

上り

■中央道、首都高新宿線 時間帯別速度データ

外環内側の都心方向への速度は著しく低下

外環内側の都心方向への速度は著しく低下

大泉IC

練馬IC

38.08368119 30 18.4 11 12 9.3
49.232642 36 28 17 16 11

49.86210491 38 31.6 20 17 12
36.32072328 31 24.3 15 15 9.9
32.56000706 29 22.6 14 15 9.9
39.20691666 34 27.5 18 17 11
37.08524119 35 30.2 20 17 9.6
33.92861189 35 30.9 19 17 10
27.68681507 31 25.1 15 15 9.6
20.5760611 27 19.8 13 14 8.7

17.95138268 24 16.9 11 13 8.6
19.90179951 32 25.1 14 15 10

7時台 96.26969 97.40081044 83.05585977 77.8750541 76.260423
8時台 96.43028 97.51288901 85.06206424 84.34494977 90.346597
9時台 94.45672 95.3808322 83.00773631 81.26794219 90.380357

10時台 94.32365 94.95319149 81.96051035 78.18858662 74.263975
11時台 94.6514 94.36800539 78.20978411 75.12799026 63.988947
12時台 95.38055 94.15728416 78.91783454 75.91451192 64.86428
13時台 94.76784 94.67520498 75.37814023 73.13349248 64.408328
14時台 93.22463 91.55427644 72.42188446 70.18823275 62.014783
15時台 91.44723 89.89131106 68.24255925 62.65901505 50.57438
16時台 84.49834 81.20487458 54.72655385 45.66394956 30.69326
17時台 79.17219 74.39352359 51.11042827 43.61668524 25.627546
18時台 87.9334 83.35817992 61.22736948 50.18785611 28.420737

関越道（所沢IC～大泉IC） 関越道（大泉IC～練馬ＩＣ～一般道：谷原交差点）

外環内側の都心方向への速度は著しく低下

目白通り

60ｋｍ/ｈ以上
40～60km/h
30～40km/h
30km/h未満

凡例

■関越道、目白通り

品川線供用前後交通量
（渋谷線：大橋JCT～池尻）

出典：中央環状品川線開通６ヶ月後記者発表資料（首都高HP）
※開通前：H26.3.10～H26.6.6、開通後：H27.3.10～H27.6.5出典：民間プローブデータ

（H27.4.1～H27.9.30）全日データ

20.189 20.7 # 18.442 34.99540986 30.9635 # # 39.7300834
19.938 20.37 # 17.458 33.71519692 29.82729 # # 37.7314336
25.212 25.89 # 21.412 35.80507856 31.7378 # # 37.8866878
27.997 28.37 # 22.924 37.52368611 32.83228 # # 37.6888652
35.46 34.13 # 26.156 39.57892562 34.7442 # # 40.2124562

44.297 41.99 # 33.474 46.79818334 39.94524 # # 43.2855105
54.757 52.19 # 42.203 55.28336839 48.02966 # # 47.6553139
60.81 56.88 # 47.568 57.5698204 49.56904 # # 47.7785321
62.75 58.59 # 46.94 55.19873301 45.49658 # # 45.1674781

57.325 52.82 # 41.22 49.50934828 41.52398 # # 43.2595077
51.602 47.86 # 36.269 45.57729382 38.6929 # # 41.1582892
62.856 58.86 # 48.228 54.69260157 45.73179 # # 44.7965942
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【参考】中央環状品川線開通後６ヶ月効果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中央環状品川線開通後６ヶ月効果資料（首都高速道路株式会社） 

 

図 3.4-10 中央環状品川線開通後６ヶ月の渋谷線の交通量 

 

品川線開通後

渋谷線の交通量
は増加傾向
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3) ＩＣ圏域 

外環沿線７区市のＩＣカバー面積（10 分）、ＩＣカバー人口（10 分）は、外環整備によ

り約３割増加すると試算される。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

図 3.4-11 ＩＣ圏域（10 分：カバー面積） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

図 3.4-12 ＩＣ圏域（10 分：カバー人口） 
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資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

 

図 3.4-13 ＩＣ圏域図（現況） 

 

沿線の区市では 

ＩＣの空白地帯が存在  
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資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

 

図 3.4-14 ＩＣ圏域図（外環整備後） 

 

ＩＣ圏域の空白地帯

をカバー 
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【参考】５分カバー圏域の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

 

図 3.4-15 ＩＣ圏域（10 分：カバー面積） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.4.1～H27.9.30） 

 

図 3.4-16 ＩＣ圏域（10 分：カバー人口） 
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4) 羽田空港～関越道間の時間信頼性 

外環（関越～東名）整備による羽田空港から関越道までの時間信頼性は、渋滞が少ないと

き（10％タイル値：図中の青△マーク）で 52 分、渋滞が非常に多いとき（95％タイル値：

図中の○マーク）で 42 分の短縮が見込まれる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：民間プローブデータ（H27.7～H27.9）および外環（関

越～東名）は関越道の練馬⇒鶴ヶ島 JCT のデータを基に作成 

 

図 3.4-17 羽田空港～関越道の時間信頼性 
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3.4.3 高速道路新料金施行前後の交通状況の整理 

1) 新たな料金体系の概要と想定される交通状況の変化 

平成２８年４月１日より、利用度合いに応じた公平な料金体系、管理主体を超えたシンプ

ルでシームレスな料金体系、交通流動の最適化のための戦略的な料金体系の３原則に基づき、

新たな料金体系が施行された。 
以下では、公表資料をもとに外環（関越～東名）や３環状に関連する内容の整理を行った。 
整理した内容について外環（関越～東名）に影響することが想定され内容は次のとおりで

ある。 
 
・都心に向かう場合、外環を迂回利用した場合でも均一料金となることで外環利用交通が

増加 

・第三京浜の料金増加に伴い、外環（関越～東名）に接続する東名高速の交通量が増加 

・圏央道の料金減少により外環、中央環状線の交通量が減少 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-18 新たな料金体系の概要（１／６） 
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■当該事業区間へ想定される交通状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-19 新たな料金体系の概要（２／６） 
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資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-20 新たな料金体系の概要（３／６） 
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■当該事業区間へ想定される交通状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-21 新たな料金体系の概要（４／６） 
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■当該事業区間へ想定される交通状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-22 新たな料金体系の概要（５／６） 
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■当該事業区間へ想定される交通状況の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都圏の新たな高速道路料金に関する具体方針（案） 

（平成 27 年 9月 11 日 国土交通省 道路局） 

 

図 3.4-23 新たな料金体系の概要（６／６） 
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3.4.4 その他最新の公表資料、データによる整理 

1) 首都直下地震への対応 

(1) 首都直下地震の被害想定 

首都直下地震の被害想定は、中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平

成２５年１２月）にて最終報告を公表しており、それによる被害想定は以下のとおりとなっ

ている。 
 

a) 防災対策の対象とする地震 

 
表 3.4-1 地震の規模と発生確率 

 
 
 
 
 
 
 

b) 被害想定の概要 

i) 地震の揺れによる被害 

・全壊家屋：約 175,000 棟 
・建物倒壊による死者：最大約 11,000 人 
・揺れによる被害に伴う要救助者：最大約 72,000 人 
 

ii) 市街地火災の多発と炎症 

・焼失：最大約 412,000 棟（建物倒壊と合わせ最大約 610,000 棟） 
・死者：最大 約 16,000 人（建物倒壊等と合わせ最大 約 23,000 人） 
 

iii) インフラ等の被害（交通） 

・地下鉄は１週間、私鉄・在来線は１か月程度、運行停止する可能性  
・主要路線の道路啓開には、少なくとも 1～2 日を要し、その後、緊急交通路として使用  
・都区部の一般道はガレキによる狭小、放置車両等の発生で交通麻痺が発生 
 

iv) 経済的被害 

・建物等の直接被害：約４７兆円 
・生産・サービス低下の被害：約４８兆円 合計：約９５兆円 
 
 

資料：中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平成 25 年 12 月） 

地震の規模 発生確率 
首都直下のＭ７クラスの地震 

【都心南部直下地震（Mw7.3）】 
30年間に 70％の確率で発生 

相模トラフ沿いのＭ８クラスの地震 

【大正関東地震タイプの地震（Mw8.2）】 
当面発生する可能性は低い 
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(2) 首都圏における建物倒壊予測 

外環（関越～東名）沿線は、100 棟以上の倒壊が予測されている地域がまとまっている状

況である。 
首都直下地震発生により建物が倒壊した場合、外環（関越～東名）整備により円滑な復旧

活動に寄与すると考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平成 25 年 12 月） 

※都心南部直下地震、冬夕、風速 8m/s 

 

図 3.4-24 250ｍメッシュ別の全壊・焼失棟数 

 

圏央道

外環

中央環状線

100 棟以上の倒壊メッシュが 

密集している 
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(3) 液状化による被害想定 

液状化による被害想定は、都区部の一般道で被災や液状化による沈下、倒壊建物の瓦礫に

より閉塞し、通行できない区間が大量に発生し、渋滞と相まって復旧には１か月以上を要す

ることとなっている。（資料：中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平

成２５年１２月）より） 
外環（関越～東名）沿線に液状化可能性の範囲は存在していないが、湾岸部と内陸部、区

部の環状機能を確保する上で大きな役割を担うと考えられる。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平成 25 年 12 月） 

※都心南部直下地震 

 

図 3.4-25 液状化可能性 
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(4) 道路啓開活動 

首都直下地震が発生した際の道路啓開活動として、八方向作戦が計画されている。 
外環（関越～東名）の整備により、都心部への流入経路の分散、ルート数の増加が発生し、

災害時における道路啓開活動に寄与する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都直下地震道路啓開計画（改訂版）（平成 28 年 6月） 

図 3.4-26 道路啓開計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都直下地震道路啓開計画（改訂版）（平成 28 年 6月） 

図 3.4-27 道路啓開活動への寄与 

（整備前） （整備後） 
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(5) 沿線区の公表資料 

沿線区である世田谷区のＨＰでは、外環（関越～東名）は、渋滞緩和や住環境の改善のほ

か、首都直下地震による緊急物資輸送路及びう回路として大きな役割を果たすことが記載さ

れている。 
外環（関越～東名）は、震災時等において沿線住民への円滑な支援活動に対し、大きな役

割を担っている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：世田谷区 HP 

図 3.4-28 世田谷区公表資料における外環（関越～東名）の役割 
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【参考】首都直下地震対策検討ワーキンググループ最終報告の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：中央防災会議「首都直下地震の被害想定と対策について」（平成 25 年 12 月） 

 

図 3.4-29 首都直下地震対策検討ワーキンググループ最終報告の概要 
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【参考】首都直下地震道路啓開計画（改訂版）の概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：首都直下地震道路啓開計画（改訂版）（平成 28 年 6月） 

 

図 3.4-30 首都直下地震道路啓開計画（改訂版）の概要 
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2) H22 道路交通センサスによる環状８号線の交通量 

H22 道路交通センサスによる環状８号線の交通量は、外環に並行する環状６～８号線の中

で第１位であり、上位５位に４区間がランキングしている。 
また、大型車交通量も第１位となっており、環状８号線は環状道路の中でも交通量、大型

車が多い状況となっている。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H22 道路交通センサス 

 
図 3.4-31 H22 道路交通センサスによる環状８号線の交通量 
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3) 高速道路の渋滞損失ワーストランキング 

環状８号線に接続する東名高速、中央道、関越道の渋滞損失はワースト上位となっている。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※東名高速、中央道、関越道を赤着色し、外環（関越～東名）に接続する区間を黒囲み 
資料：高速道路の渋滞状況（ＩＣ区間別・渋滞ワーストランキング）国土交通省 

 

図 3.4-32 圏央道内側の渋滞損失ワーストランキング 
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4) 首都圏の物流施設立地分布 

京浜港、圏央道、関越道沿線には、広域的な物流施設が多く立地している。 
外環（関越～東名）は、京浜港と関越道を最短で結ぶルートを形成する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：大規模な物流施設：敷地面積 3,000 ㎡以上の物流施設 

※２：広域的な物流施設：主な搬出圏域が「関東」「東北」「甲信越」「東海」「上記以外の日

本国内」「海外」の物流施設 

資料：第５回東京都市圏物資流動調査（事業所機能調査） 

 

図 3.4-33 物流施設の立地分布 

 

広域的な物流施設が 

京浜港、圏央道沿線、 

関越道沿線に多く立地 
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5) 区部を一般道利用で通過する大型貨物車等の経路 

外環（関越～東名）に並行する環状８号線は、区部を一般道利用で通過する大型貨物車利

用が多い状況となっている。 
外環（関越～東名）が整備されることで、これら通過交通の転換が期待される。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：大型貨物車等とは、大型貨物車と国際海上コンテナ積載車両をあわせた貨物車両とする 

※２：高速利用には区部内で首都高⇔一般の乗り継ぎを含む 

 

資料：H26 東京都市圏物流調査結果分析業務報告書（H27.3） 

 

図 3.4-34 区部を一般道利用で通過する大型貨物車等の経路 

 

環
八 

環八の利用が多い 
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